
第11回企画部会（書面開催）議事結果 

 

 

１ 日 付 令和２年８月27日（木）～９月９日（水） 

 

２ 審議参加者 

【委  員】 

北村 行伸（部会長）、椿 広計（部会長代理）、伊藤 敦子、岩下 真理、川﨑 茂、 

神田 玲子、清原 慶子、佐藤 香、嶋﨑 尚子、白塚 重典、津谷 典子、中村 洋一、 

宮川 努 

【説 明 者】 

  総務省政策統括官(統計基準担当)付統計企画管理官室 

  総務省統計委員会担当室 

 

３ 議 事 令和元年度施行状況報告の審議対象事項（案）について 

 

４ 議事の状況 

  新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、第 11 回企画部会は書面開催として行

われた。 

  資料に基づき、書面による審議が行われ、審議対象事項については、案のとおりとさ

れた。委員から提出された意見と、それに対する総務省の回答は、別紙のとおり。 

   



第 11回企画部会 令和元年度施行状況報告の審議対象事項（案）について に対する質問・意見及び回答 

 

委員お名前 清原慶子 

 

配布
資料 
番号 

ペ
ー
ジ 

委員の御質問・御意見 府省庁の回答 

企 画

部 会

参 考

及 び

資料 

 「令和元年度施行状況報告の審議対象事項（案）について」、提案されている 3 点はい

ずれも総合的に重要度の高い事項であり、賛成します。 

① 項目番号 39「第２１ 国民経済計算を軸とした横断的・体系的な経済統計の整備推

進(2) 経済構造統計を中心とした経済統計の体系的整備の推進等」については、令

和元年度（2019 年度）に創設して第１回調査を実施した「経済構造実態調査」につ

いて、早速に検証し、有効性と今後の利活用及び改善の方向性を検討することは有

意義と考えます。 

② コロナ禍にあって、対面的な調査が極めて困難になっている状況下、「項目番号 71 

２ 社会・経済情勢の変化を的確に捉える統計の整備(1) 人口減少社会の実態をよ

り的確に捉える統計の整備」における「人口動態調査について、作成事務の更なる

効率化に向けたオンライン報告システムの機能追加・改修に引き続き取り組む。」と

あることから、「オンライン調査」をめぐる多角的視点からの検証は、本調査の質の

向上のみならず、他の調査の課題解決に向けても有意義と考えます。 

③ 項目番号 120「３ グローバル化に対応した統計整備・国際協力等の推進」について

は、統計に関する国際的な情報の受発信、国際協力や国際的連携について、各府省

庁が横断的に「ヨコ連携」することは急務であると考えることから、有意義と考え

ます。 

御賛同いただきありがとうございました。 

 

  

別紙 



委員お名前 中村洋一 

 

配布
資料 
番号 

ペー
ジ 

委員の御質問・御意見 府省庁の回答 

  議事 (3)について賛成いたします。 御賛同いただきありがとうございました。 

 
委員お名前  佐藤 香 

 

配布
資料 
番号 

ペー
ジ 

委員の御質問・御意見  

企 画

部 会

資料 

 令和元年度施行状況報告の審議対象事項案について賛成いたします。 御賛同いただきありがとうございました。 

 
  



委員名前 白塚重典 

 

配布
資料 
番号 

ペー
ジ 

委員の御質問・御意見 府省庁の回答 

企 画

部会 

 「令和元年度施行状況報告の審議対象事項」については、審議時間の制約から限定的に

するという方針に異論はないが、選択された項目が、「基本計画」全体の施行状況を評

価するうえでどのような位置付けにあるのか、また、これらの項目を審議することで、

施行状況全体についてはどう評価できるのか、といった点がよくわからない。 

現在の基本計画は、平成 30年度から令和４年度までの５年

間の各府省等の取組事項を整理したもので、その実施状況に

ついては、毎年度の施行状況報告審議の中で、調査審議をお

願いしているところです。 

一方、基本計画に掲げられている取組事項（全 202 事項）

はその実施時期が様々であり、基本計画２年目の令和元年度

においては、検討に着手していない項目や検討の終わってい

ない項目も数多く残されている状況にあります。 

このため、今回の施行状況報告審議において、基本計画全

体を評価することは難しく、各府省において令和元年度にお

いて一定の取組が行われたとされる事項を中心に状況を御確

認いただければと考えております。 

なお、基本計画を改定する前年に、おおむね半年～１年程

度の期間をかけて、統計委員会において基本計画全体を対象

に取組状況の審議を行い、次期基本計画にも引き続き課題と

して取り組むのか否かの整理を行っております。 

現行の基本計画についても計画の最終年である令和４年にお

いて、基本計画全体としての評価を行うことを想定しており

ます。 

 このため、今回の施行状況報告については、その中間報告

として、（限定されたテーマにはなりますが）その進捗状況を

御確認していただければ幸いに存じます。 

 

 


	02_第11回企画部会議事結果（案）
	企画部会別紙

